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　　人ロの動き

一5月1日現在一

男4，952（一20
女5，019（一16
計9，971（一36
世帯数2，357（＋3

　　（）前月比較
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潜
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．
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盛

、
総
細

灘
讐
、

　
　
　
羅

　
　
　
翻

　
　
　
騒
　
灘
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　諜！し躊灘蹴・隆纒灘馨麟

1・，’．，・懸難蒙鰹課麟礁幽

5月の休日救急医

16日水沢診療所（土市）

23日中条病院（中条）
30日富田医院（神明町）

6月上旬の予定

院（川原町）医島

螂

6日　大

　
纏
　
　
　
無
　
　
　
　
脚

　
　
　
鞭

　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
馨
　
難
麟

　
　
　
聾
総
灘
．
呂

　
　
　
　
灘

　
　
鑛
　
　
鑛
　
　
鞭

　
　
　
灘
欄
糞
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灘
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ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
　
鍛
・
蹴
懸
　
，

　
　
　
　
　
懸
叢
　
縫
難
　
螂

螺
・

灘

吝

　v

灘

巌姿

　
　．
響

　
響

縣
　
．

霧灘’

，
鰻
簸

　
　
　

　
璽曝

　
節
黒
城
山
開
き
祭
り
が
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
の
最
終
日
、
五
月
五
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
ド
い

　
新
緑
の
節
黒
城
吐
に
、
こ
ぷ
し
の
花

の
白
さ
が
ひ
と
き
わ
鮮
や
か
で
し
た
．

　
黄
砂
現
象
で
、
見
晴
ら
し
は
い
ま
ひ

と
つ
で
し
た
が
、
天
気
は
上
々
1
．

　
野
外
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
家
族
づ
れ

な
ど
大
ぜ
い
の
人
た
ち
が
参
加
し
ま
し

た
。　
豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス
を
た
っ
ぷ
り
受
け

歌
や
踊
り
に
興
じ
な
が
ら
、
山
の
空
気

も
心
行
く
ま
で
味
わ
い
ま
し
た
．
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選事矢
　
四
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
新
潟
県

知
事
選
挙
の
川
西
町
の
結
果
は
、
次
の

と
お
り
で
し
た
。

◎
当
日
の
有
権
者
数

　
　
男
…
…
…
…
一
二
、
五
〇
二
人

　
　
女
…
…
…
…
一
二
、
七
四
四
人

　
　
計
…
…
…
…
七
、
二
四
六
人

◎
投
票
者
数

　
　
男
…
…
…
…
二
、
八
八
四
人

　
　
女
…
…
…
…
三
、
一
四
一
人

　
　
計
…
…
…
…
六
、
〇
二
五
人

◎
投
西
蛋
＋

　
　
男
…
…
…
…
八
二
・
三
五
％

　
　
女
…
…
…
…
八
三
・
八
九
％

　
　
計
…
…
…
…
八
三
二
五
％

◎
投
票
総
数
の
う
ち

　
　
有
効
投
票
…
五
、
九
七
四
票

　
　
無
効
投
票
…
…
…
…
五
一
票

◎
候
補
者
別
得
票
数

　
　
君
　
　
健
男
…
一
二
、
六
九
七
票

　
　
坂
上
と
み
お
・
・
．
二
、
二
七
七
票

開票作業です投
票
率
は
前
回
を
上
回
る

投
西
蛋
＋
は
、
前
回
の
知
事
選
で
は
八

丁
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
の
で
、

一
・
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
上
回
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
県
全
体
の
投
西
蛋
＋
も
前
回
よ
り
八
．

四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
ア
ッ
プ
し
、
六
八

・
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
潟
県
の
市
町
村
は
百
十
二
あ
り
ま

す
が
、
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
と

第
一
投
票
区
に
は

投
票
用
紙
交
付
機
が
登
場
し
ま
し
た

こ
ろ
は
三
十
五
市
町
村
で
し
た
。
川
西

町
の
投
西
蛋
＋
は
十
八
位
と
高
位
置
に
ラ

ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
◆

　
ボ
ク
た
ち
も
一
役

　
町
選
管
と
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

で
は
、
棄
権
防
止
の
呼
び
掛
け
を
し
ま

し
た
。
「
家
の
人
に
は
ボ
ク
た
ち
が
・
こ

執筆内容

担当者の紹介

　
先
月
号
で
は
、
い
よ
い
よ
本
年
度

か
ら
執
筆
段
階
に
入
る
こ
と
を
申
し

上
げ
ま
し
た
。

　
執
筆
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

れ
な
り
に
細
分
化
し
た
項
目
だ
て

（
見
出
し
）
と
か
、
担
当
す
る
分
野
の

決
定
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
称
し
て
“
町
史
調

査
・
執
筆
分
担
”
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
前
年
度
末
か
ら
新
年
度
早
々
に

か
け
て
、
そ
の
体
制
が
す
っ
か
り
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
町
史
に
掲
載
す
べ
き
見

出
し
が
、
各
部
門
別
に
ら
列
さ
れ
、

そ
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
記
述
を
担

当
し
て
く
れ
る
専
門
委
員
の
名
前
が

決
定
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
こ
こ
で
、
大
ざ
っ
ぱ
に
川
西
町
史

の
構
成
を
申
し
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、
最
も
大
き
な
見
出
し
、
頂

点
に
な
る
見
出
し
に
は
「
編
」
を
用

い
、
以
下
「
章
」
　
「
節
」
　
「
項
」

「
目
」
と
順
次
細
分
化
し
て
枝
葉
を

広
げ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
第
一
編
は
川
西
町
の
自

然
環
境
で
す
が
、
二
編
、
三
編
…
…

六
編
の
民
俗
と
続
き
ま
す
。
全
体
で

六
編
、
三
十
三
章
、
百
三
十
六
節
、

約
六
百
の
項
と
い
う
大
小
の
見
出
し

で
飾
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
そ
の
す
べ
て
を
お
知

ら
せ
す
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

せ
め
て
、
編
、
章
の
大
見
出
し
と
担

当
の
専
門
委
員
を
紹
介
し
て
み
ま
す
。

川
西
町
史
調
査
・
執
筆
分
担

　
　
　
　
監
修
竹
内
道
雄

第
一
編
　
川
西
町
の
自
然
環
境

第第第第
四三二一・
ユヱ　カ　ユヱ　ユヱ

早早早早

第
五
章

総
説
佐
藤
文
男

地
形
と
地
史
（
〃
）

気
候
　
　
（
〃
）

川
西
町
の
植
物

　
　
　
　
内
川
　
　
洋

川
西
町
の
動
物

　
　
　
※
樋
熊
清
治

第
二
編
　
原
始
・
古
代
の
郷
土

　
第
一
章
　
郷
土
の
あ
け
ぼ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田

　
第
二
章
　
開
け
ゆ
く
郷
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部

第
三
編
　
中
世
の
郷
土

　
第
一
章
　
武
士
の
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
野

　
第
二
章
　
上
杉
氏
の
支
配

　
　
　
山
田
　
邦
明
　
丸
山

　
第
三
章
　
社
会
と
文
化

　
　
　
丸
山
　
克
巳
　
山
田

靖
久

恭
平

良
吉

克
巳

邦
明
　
随
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町
民
憲
章
・
交
通
安
全
憲
章

　
　
　
親
し
み
ま
し
ょ
う

　繋纂繋

辮
辮
孫
※
辮
繋
繋
繋
辮
繋
謙
繋
繋
鎌
繋

　
町
民
害
笠
早
と
交
通
安
全
憲
章
を
制
定
し
た
の
は
、
昨
年
十
一
月

二
十
日
の
合
併
二
十
五
周
年
記
念
式
の
席
上
で
し
た
か
ら
、
半
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
は
、
親
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
こ
に
、
も
う
一
度
掲
載
し
て
み
ま
す
。
町
へ
の
愛
着
と
希
望
、

そ
れ
に
交
通
安
全
の
た
い
せ
つ
さ
を
認
識
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
す
。

　
明
る
い
川
西
町
を
み
ん
な
が
協
力
し
、
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
棚
繍
魎
“
町
鶴
職
癬
継
蟹
叢
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

灘
㎜
灘
鍵
撫
鑑
灘
㎜
鍵
蕪
繊
建
灘
“
濃
繭
㎜
心
懸
繕
羅
の
”
緑
灘

爾
欄
鞍
灘
麟
醗
灘
盤
鹸
懸
　
鶏
灘
欝
懸
嚢

覆
繕
鐵
難
鱒
購
翻
穰
磯
灘
細
懇
灘
羅
叢
漆

　
懸
灘
無
逡
㎜
懸
騰
　
纒
㎜
穰
雛
灘
繊
顯
鎌
馨
験
購
　
膿

　
灘
欝
願
鱒
懸
逡
難
㎜
獺
懸
購
鋤
ぽ
鱒
醗
“
購
醸

　
懇
獲
懸
灘
鰹
雛
蓬
裟
叢
馨
難
雛
緩
雛
葛
灘
磁

　
絃
叢
鐵
鼻
蔦
難
鐵
懸
鍵
礫
講
滋
灘
灘
盤
灘
鷹
醗
薩
㎜
驚
　

　
灘
灘
難
獲
懸
態
鱒
簾
総
懇
翻
鐙
還
諜
巻
購
醸

蒲
覆
町
簗
通
按
整
憲
薫

　
　
　
　
　
　
き
の
き

慈
㈱
灘
楓
ぽ
灘
灘
繍
繍
撒
の
懸
灘
．

　
　
　
　
　
　
　
を
の
お

繊
墾
題
饗
盤
ぽ
難
蒸
鱒
の
鰹
．
灘
鮪

謹
磯
灘
ぽ
麟
灘
懸
綴
灘
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ゑ

嚢
縫
驚
謙
ー
ぽ
墜
灘
灘
擬

灘
鐙
“
纏
ぽ
欝
撚
織
の
．
階
難

『
鑓
遜
難
馨
鹸
縷
蒙
選
礁
薬
懸
、

ミ山歩く

　　　　心にいつも火の用心ミ

　
こ
れ
か
ら
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の

強
い
日
も
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
山

菜
採
り
や
田
畑
の
周
り
の
枯
れ
草
焼
き

な
ど
で
山
へ
入
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
山
火
事
防
止
の
た
め
、
次
の
こ
と
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
た
き
火
の
後
始
末
は
完
全
に
す
る
。

②
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す
。

③
車
か
ら
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
を
投
げ

捨
て
な
い
。

④
強
風
や
乾
燥
時
、
あ
る
い
は
枯
れ
草

　
な
ど
の
あ
る
危
険
な
場
所
で
は
た
き

火
を
し
な
い
。

⑤
火
災
と
見
ま
ち
が
え
る
よ
う
な
こ
と

を
す
る
と
き
は
、
川
西
分
遣
所
へ
届

け
出
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
‘
■
、

随　
　
　
島
田
　
靖
久
　
阿
部
　
恭
平

　
第
四
章
　
産
業
と
交
通

　
　
　
阿
部
　
恭
平
　
山
田
　
邦
明

　
　
　
丸
山
　
克
巳

第
四
編
　
近
世
の
郷
土

　
第
一
章
　
支
配
の
変
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
藤
重
夫

　
第
二
章
　
検
地
と
貢
租
　
　
（
〃
）

　
第
三
章
　
郡
・
郷
・
村
の
支
配
と

　
　
　
　
　
機
構

　
　
　
須
藤
　
重
夫
　
本
田
　
雄
二

　
第
四
章
　
農
村
と
生
活

　
　
　
富
井
　
秀
正
　
須
藤
　
重
夫

　
第
五
章
　
諸
産
業
と
市
場

　
　
　
富
井
　
秀
正
　
須
藤
　
重
夫

　
第
六
章
　
交
　
通
※
上
村
政
基

　
第
七
章
　
生
活
と
文
化

　
　
　
竹
内
　
道
雄
　
藤
本
　
秀
雄

第
五
編
　
近
代
・
現
代
の
川
西
町

第
一
章
　
明
治
維
新
の
胎
動

　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
幸
作

　
第
二
章
　
明
治
維
新
下
の
郷
土

　
　
　
須
藤
　
重
夫
※
高
橋
　
友
義

　
　
金
子
　
幸
作
※
室
岡
　
倉
二

　
　
※
上
村
　
政
基
　
須
藤
　
茂
一

第
三
章
　
明
治
後
期
の
郷
土

　
　
金
子
　
幸
作
　
須
藤
　
茂
一

　
　
※
中
条
　
秀
雄
※
室
岡
　
倉
二

第
四
章
　
第
一
次
大
戦
後
の
郷
土

　
　
※
中
条
　
秀
雄
※
上
村
　
政
基

　
　
※
室
岡
　
倉
二
※
高
橋
　
友
義

　
　
金
子
　
幸
作
※
高
橋
　
孝
子

第
五
章
　
昭
和
前
期
の
郷
土

　
　
※
南
雲
　
守
　
※
南
雲
　
春
雄

　
　
　
金
子
　
幸
作
※
室
岡
　
倉
二

　
第
六
章
　
川
西
町
の
誕
生
と
発
展

　
　
※
富
井
　
源
蔵
　
金
子
幸
作

　
　
※
室
岡
　
倉
二
※
南
雲
　
春
雄

　
　
※
丸
山
精
二
郎
※
丸
山
　
富
司

　
　
※
小
海
　
正
隆

第
六
編
　
民
　
俗

　
第
一
章
衣
・
食
・
住

　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
秀
一

　
第
二
章
　
生
産
・
生
業
（
〃
）

　
第
三
章
　
交
通
・
運
諭
・
通
信

　
　
　
　
　
　
　
　
※
上
村
政
基

第
四
章
交
　
易
　
　
（
〃
）

　
第
五
章
　
社
会
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
幸
作

　第

六
章
信
仰
※
上
村
政
基

第
七
章
民
俗
知
識
・
芸
能
・
伝

　
　
　
　
　
承
　
　
金
子
幸
作

　
第
八
章
　
人
の
一
生
　
　
（
〃
）

　
第
九
章
　
年
中
行
事

　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
秀
一

　
　
※
印
は
特
別
執
筆
者
を
い
う
。

囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

喜
多
信
一
（
東
善
寺
）
、
川
崎
福
松

（
越
ケ
沢
）
、
富
井
タ
キ
（
上
野
）
、

小
林
マ
サ
（
木
島
町
）
、
北
村
栄
作

（
中
央
町
）
、
市
川
基
（
木
島
町
）
、

市
川
信
二
（
田
中
町
）

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

・
魚
沼
郡
山
谷
組
東
善
寺
村
悪
作
書

上
帳
（
一
七
七
三
）
・
昭
和
前
期
の

風
物
、
風
俗
写
真

　
以
上
総
数
二
二
〇
件
・
四
月
末
日
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幾

蘇　　
　
　
礁

鐘
、
瓢
羅
畿
霧

叢
瀞

灘
嵐

　
　
灘

　
淫

　今年、川西町で成人を迎えた方は

160人（男80人、女80人）です．

　このうちの120人（男54人、女
66人）が、5月3日に総合センターで

行われた成人式に出席しました。

　「はたちの講座生」が中心になって

成人式の準備をしましたが、アルコ

ール抜きにしたのも新趣向でした。

これにより、いっそうさわやかな成

人式になったようです．

ー
1
魯
l
I
l
l
l
I
l
l
巳
疇
嚇
l
I
I
l
o
し
l
l
l
l
I
o
o
I
I
o
o
o
l
曝
‘
魯
I
o
o
I
o
o
l
，
l
I
I
l
陰
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4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

じ

…
　
前
十
日
町
市
長
・
春
日
由
三
氏
の
記
念
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　

…
　
講
演
は
「
情
報
化
社
会
と
青
年
」
で
し
　
　
…

ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ

…
　
た
。
若
者
の
「
創
造
」
が
た
い
せ
つ
！
　
　
…
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タ
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①
「
20
歳
に
な
っ
て
」
の
実
感
は
．
．
．
．
．

②
あ
な
た
の
生
き
が
い
は
．
．
．
．
．
．
．
－

③
仕
事
（
学
業
）
に
対
す
る
熱
意
は
．
…
・

④
余
暇
の
過
ご
し
か
た
．
…
・

⑤
地
域
や
社
会
、
あ
る
い
は
町
に
望
む

　
こ
と

黒島信一君
　　（伊友）

仕
事
は

意
欲
的
に
挑
戦
し
た
い

①
特
別
「
は
た
ち
」
を
気
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

先
日
の
県
知
事
選
挙
の
と
き
、
一
社
会
人
と
い
う
自

分
の
立
場
が
少
し
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

も
う
人
に
は
頼
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

②
今
自
分
が
つ
い
て
い
る
例
え
ば
仕
事
、
あ
る
い
は

学
業
、
ス
ポ
ー
ッ
に
対
し
て
夢
中
に
な
れ
る
こ
と
。

③
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、
与
え
ら
れ
た
仕
事

は
最
後
ま
で
責
任
を
持
ち
、
さ
ら
に
新
し
い
内
容
へ

も
意
欲
的
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
家
の
中
で
雑
誌
を
見
た
り
、
音
楽
を
聞
い
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
天
気
の
よ
い
日
は
、
外
で

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
が
好
き
で
す
。

⑤
今
ま
で
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
す
ば
ら
し
い
生
活
環

境
を
柱
に
、
世
の
中
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

こ
の
地
域
独
特
の
性
格
を
持
つ
町
と
し
て
発
展
す
る

よ
う
望
ん
で
い
ま
す
。
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風
が
心
地
よ
い

　
　
　
日
曜
日
の
朝
が
好
き

①
と
り
わ
け
て
二
十
歳
に
な
っ
た
ん
だ
と
い
う
気
持

ち
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
周
囲
の
人
た
ち
が
、
私

の
将
来
に
つ
い
て
心
配
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

②
風
が
心
地
よ
く
吹
い
て
い
る
晴
れ
た
日
曜
日
の
朝
、

洗
濯
や
掃
除
を
し
て
外
に
出
る
と
、
あ
あ
私
は
こ
の

日
の
た
め
に
生
き
て
い
る
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

③
就
職
し
て
三
年
目
、
慣
れ
か
ら
緊
張
感
が
な
く
な

っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
初
心
に
返
っ
て
、

小林朝子さん

　　（中仙田）

自
分
の
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
る
つ
も
り
で
す
。

④
現
在
、
ネ
コ
の
赤
ん
坊
が
か
わ
い
い
盛
り
で
、
暇

さ
え
あ
れ
ば
ネ
コ
の
子
に
ひ
っ
つ
い
て
お
り
ま
す
。

⑤
と
て
も
住
み
よ
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
国

の
政
策
で
し
か
た
の
な
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
減
反

の
問
題
は
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
で
す
。
山
間
地
も

平
場
も
変
わ
ら
ず
に
減
反
さ
せ
ら
れ
て
は
困
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
…
…
。
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明
日
の
勤
め
を

押木幸宏君
　　　（元町）

健
康
で
迎
え
る
よ
う
に

①
い
つ
も
親
に
頼
っ
て
い
た
の
に
も
う
二
十
歳
に
な

り
ま
し
た
。
社
会
の
一
員
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い

人
間
に
な
り
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

②
人
並
み
に
働
き
、
友
だ
ち
と
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
。

③
上
司
か
ら
与
え
ら
れ
た
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
自

分
な
り
に
心
と
技
術
の
向
上
の
た
め
、
一
生
懸
命
に

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
一
日
の
勤
め
を
済
ま
せ
、
レ
コ
ー
ド
を
聞
い
た
り

雑
誌
を
見
た
り
ス
ポ
ー
ッ
な
ど
を
し
て
、
明
日
の
勤

め
を
健
康
で
迎
え
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

⑤
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
た
ち
と
話
し
合
い
、
種
々

の
出
来
事
な
ど
を
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
明
る
く

ス
ポ
ー
ッ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
楽
し
く
で

き
る
職
場
が
多
い
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

一一〇〇一一一一．一一一一』0－D一一〇一一一一・一〇一一〇〇一一■DO一一〇一一〇価0－OO－OO一一囎。一畠働一〇卿一一一一一一一〇〇〇一一

た
い
せ
つ
に
し
て
い
る

友
人
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

①
な
ん
と
い
っ
て
も
初
め
て
選
挙
に
参
加
し
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
大
き
な
数
字
の
中
の
一
つ
で
あ
る
と

い
う
事
実
に
感
激
し
ま
し
た
。

②
中
学
一
年
の
と
き
に
知
っ
た
あ
る
一
人
の
女
性
を

目
標
に
、
そ
の
人
の
生
き
た
土
地
を
い
つ
か
訪
れ
た

い
、
と
い
う
夢
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

③
仕
事
を
始
め
て
か
ら
も
う
す
ぐ
一
年
が
過
ぎ
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
失
敗
ば
か
り
で
す
。
早
く
一
人
前
に
。

休
み
の
日
は

覧
嶺

小林美八子さん

　　　（中屋敷）

家
で
の
ん
び
り
と
…
：

①
先
日
の
「
県
知
事
選
挙
」
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
二
十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　．一　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　瞬　一一鴨

歳
に
な
っ
た
実
感
が
…
…
。
で
も
中
身
は
、
ま
だ
ま

だ
成
人
に
は
な
れ
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

②
「
仕
事
で
す
」
と
答
え
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

は
ま
だ
、
友
人
、
先
輩
と
の
雑
談
や
、
始
め
た
ば
か

り
の
テ
ニ
ス
を
し
て
い
る
と
き
が
い
ち
ば
ん
で
す
。

③
仕
事
は
三
年
目
に
入
り
ま
し
た
が
、
一
日
一
日
覚

え
る
こ
と
ば
か
り
で
、
精
い
っ
ぱ
い
で
す
。

④
一
週
間
の
仕
事
？
の
疲
れ
を
い
や
す
た
め
、
休
み

の
日
は
家
で
一
人
の
ん
び
り
と
…
…
か
な
。

⑤
体
力
づ
く
り
、
グ
ル
レ
プ
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

活
気
あ
る
川
西
町
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

田ロさかえさん

　　　　（木落）

④
読
書
を
し
た
り
、
最
近
始
め
た
ば
か
り
の
テ
ニ
ス

を
し
た
り
と
特
に
目
的
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
い
ち

ば
ん
た
い
せ
つ
に
し
て
い
る
の
は
友
人
と
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
（
と
呼
ん
で
い
る
）
で
す
。

⑤
地
理
的
に
条
件
が
悪
い
た
め
し
か
た
の
な
い
こ
と

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
交
通
機
関
の
発
達
を
…
…
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　〇　　　　　　　　〇　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　〇　　鱒　廟　一〇一

知
事
選
挙
で
、
初
め
て
社
会
の
一
員
と
し
て
投
票
が

で
き
た
こ
と
を
喜
ば
し
く
感
じ
ま
し
た
。

②
一
人
に
な
っ
た
と
き
、
目
を
閉
じ
て
周
囲
の
音
を

何
も
考
え
ず
に
聞
き
入
る
こ
と
で
す
。

③
失
敗
も
時
々
あ
り
ま
す
が
、
失
敗
は
成
功
の
基
と

思
い
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

④
映
画
を
見
た
り
、
ス
ポ
ー
ッ
や
青
年
会
の
活
動
、

レ
コ
ー
ド
鑑
賞
、
愛
車
を
ピ
カ
ピ
カ
に
手
入
れ
す

る
こ
と
な
ど
で
す
。

⑤
川
西
町
の
発
展
の
た
め
に
は
、
観
光
の
目
玉
に
な

る
も
の
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

保坂　篤君
　　（大自倉）

田中芳浩君
　　（仁田）

失
敗
を
恐
れ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
が
ん
ば
り
た
い

①
二
十
歳
の
第
一
歩
と
し
て
、
四
月
二
十
五
日
の
県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　〇　　　　　一　　　　一　　　一　　　〇　　一　　一　〇一〇

何
を
や
っ
て
も

　
　
　
　
後
悔
は
し
た
く
な
い

①
実
感
は
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
た
ば
こ
や
酒
が
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で

す
。
二
十
歳
に
な
っ
た
か
ら
大
人
だ
と
は
思
い
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。

②
ま
だ
、
こ
れ
を
生
き
が
い
に
す
る
と
い
っ
た
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ

て
み
た
い
し
知
り
た
い
か
ら
、
生
き
が
い
に
な
る
よ

う
な
こ
と
を
見
つ
け
た
い
と
も
思
い
ま
せ
ん
。

③
仕
事
を
始
め
て
一
年
だ
け
ど
、
た
と
え
何
を
や
っ

て
も
自
分
が
し
た
こ
と
に
後
悔
は
し
た
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
今
は
ま
だ
だ
れ
も
が
遊
び
た
い
の
で
は
。

④
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ギ
タ
ー
、
e
t
C

⑤
「
町
に
望
む
こ
と
…
…
」
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
ま

り
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　零　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　劇　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　輪　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　顧　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　爾　一一口

誠
実
に

　
　
　
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

①
選
挙
権
を
持
つ
社
会
人
だ
な
ん
て
、
そ
ん
な
感
じ

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
社
会
の
中
の
大
人
と
し
て
の
自

分
を
少
し
ず
つ
考
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。

②
自
分
に
ウ
ソ
を
吐
か
ず
に
、
自
然
そ
し
て
誠
実
に

暮
ら
す
こ
と
が
生
き
が
い
に
通
じ
る
と
信
じ
ま
す
。

③
自
分
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
充
実
感
を
求
め
て
一

生
懸
命
つ
と
め
る
の
み
で
す
が
、
ど
ん
な
仕
事
で
も

や
り
が
い
を
持
つ
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

沢ロ裕子さん
　　（下平新田）

④
街
を
ほ
っ
つ
き
歩
い
た
り
、
家
で
は
あ
ま
り
難
し

く
な
い
本
を
読
む
か
、
ボ
ー
ッ
と
過
ご
す
か
で
、
有

意
義
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
自
己
く
ふ
う
の
必
要
確
認
。

⑤
川
西
町
は
緑
が
多
く
、
お
い
し
い
米
が
と
れ
ま
す
。

良
い
と
こ
ろ
を
も
っ
と
生
か
し
て
、
若
い
人
た
ち
も

生
活
し
や
す
い
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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塩
抜
き
梅
干
し
の
作
り

　
梅
干
し
は
、
古
く
か
ら
健
康
食
品
と

し
て
日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
食
べ
物
か
ら
起
こ
る
伝
染
病
の
は
や

る
と
き
や
、
暑
さ
に
向
か
い
体
力
の
衰

え
る
季
節
、
ま
た
旅
を
し
て
水
か
わ
り

に
当
た
り
や
す
い
人
な
ど
、
梅
干
し
を

食
べ
続
け
る
と
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
、
体
に
抵
抗
力
が
つ
く
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
塩
分
が
多
過
ぎ
る
た
め
、
高
血

圧
の
原
因
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
案

外
食
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
塩
の
代
わ
り
に
純
米
酢
を
使
っ
て
、

塩
漬
け
梅
干
し
に
比
べ
て
味
、
色
と
も

劣
ら
な
い
梅
干
し
の
作
り
方
を
紹
介
し

ま
す
。

　
ま
ず
、
梅
の
選
び
方
で
す
が
、
青
く

固
い
身
の
締
っ
た
も
の
を
選
び
ま
す
。

梅
の
品
種
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
五

月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
ま
で
に
も
い
だ

も
の
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
六
月
中
旬

よ
り
遅
れ
る
と
柔
ら
か
く
な
り
ま
す
か

ら
、
固
い
梅
漬
け
を
お
好
み
の
方
は
、

六
月
中
旬
ま
で
に
漬
け
て
く
だ
さ
い
。

梅
は
水
を
使
わ
ず
、
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ

ー
で
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ワ
イ
ト
リ

カ
ー
で
洗
っ
た
梅
一
キ
ロ
に
対
し
純
米

米
酢
を
た
っ
ぷ
り
使
う

酢
○
・
九
リ
ッ
ト
ル
（
約
五
合
）
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
梅
が
隠
れ
る
ま
で
入

れ
て
密
封
し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
梅
の
収

穫
と
、
し
そ
の
収
穫
が
ず
れ
る
の
で
、

よ
い
し
そ
が
手
に
入
る
ま
で
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
）

　
赤
じ
そ
、
ま
た
は
ち
り
め
ん
じ
そ
は

梅
一
キ
ロ
に
対
し
六
百
グ
ラ
ム
く
ら
い

（
約
五
束
）
を
よ
く
水
洗
い
し
て
、
逆

さ
に
つ
る
し
一
晩
水
気
を
切
っ
て
、
葉

を
摘
ん
で
す
り
鉢
に
入
れ
、
純
米
酢
を

少
量
入
れ
て
も
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ

は
一
番
も
み
で
あ
く
抜
き
を
す
る
た
め

の
も
の
で
、
も
ん
だ
後
の
黒
ず
ん
だ
汁

は
、
し
そ
の
葉
を
絞
っ
て
捨
て
て
く
だ

さ
い
。

　
再
び
し
そ
に
純
米
酢
を
入
れ
本
も
み

し
ま
す
。
し
そ
が
軟
ら
か
に
な
っ
て
赤

紫
色
に
な
っ
た
ら
汁
ご
と
に
梅
の
入
っ

て
い
る
器
に
入
れ
、
も
う
一
度
も
ん
で

密
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　
純
米
酢
の
発
酢
を
防
ぐ
た
め
土
用
干

し
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
漬
け
込
ん

で
か
ら
一
、
二
か
月
後
が
食
べ
ご
ろ
と

い
う
こ
と
で
す
。

「
塩
抜
き
梅
干
し
の
作
り
方
は
、
福
島

県
須
賀
川
市
で
料
理
学
校
（
竹
内
学
園
）

を
経
営
し
て
い
る
竹
内
久
子
さ
ん
が
七

年
が
か
り
で
考
え
た
も
の
で
す
。

　
「
塩
辛
さ
が
な
く
て
お
い
し
い
」
　
「

高
血
圧
を
心
配
し
な
い
で
食
べ
ら
れ
る
」

と
い
う
こ
と
で
た
い
へ
ん
好
評
で
す
。

　
　
　
　
　
（
健
康
管
理
室
か
ら
）

「
き
之
　
　
季
f
し

協
早
い
ほ
ど
お
得
な

∫
ね
　
　
　
国
民
年
金
の
加
入

調
理
師
試
験

　
次
に
よ
り
調
理
師
試
験
が
行
わ
れ
ま

す
。◇
試
験
日
時
六
月
三
十
日
（
水
）

　
午
後
一
時
か
ら
三
時
三
十
分
ま
で

◇
試
験
地
　
六
日
町

◇
試
験
課
目
衛
生
法
規
ほ
か
五
科
目

◇
受
験
資
格
　
厚
生
省
令
の
定
め
る
施

　
設
ま
た
は
営
業
で
二
年
以
上
経
験
の

　
あ
る
人

◇
願
書
提
出
　
五
月
十
七
日
か
ら
二
十

　
一
日
ま
で
に
住
所
地
を
管
轄
す
る
保

健
所
へ

※
受
験
願
書
は
十
日
町
保
健
所
に
み
り

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
保
健
所
か
役
場

健
康
管
理
室
へ
ど
う
ぞ
。

町
で
は
、
国
民
年
金
の
未
加
入
者

に
加
入
の
促
進
を
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
ま
で
の
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年

金
に
入
っ
て
い
な
い
人
は
す
べ
て
加

入
す
る
年
金
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
最
低
一

年
以
上
保
険
料
を
完
納
し
て
い
れ
ば
、

障
害
、
母
子
、
準
母
子
、
遺
児
な
ど

の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
し
、
二
十

五
年
以
上
納
め
れ
ば
、
六
十
五
歳
に

な
る
と
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
加
入
の
手
続
き
は
早
け
れ
ば
早
い

鴨
，

窃
瀦
誇

⑮　絶

ほ
ど
よ
い
の
で
す
。
二
十
歳
に
な
っ

た
人
、
公
的
年
金
を
や
め
た
人
は
も

ち
ろ
ん
、
国
民
年
金
に
入
る
は
ず
の

人
で
未
加
入
の
人
は
、
年
金
係
ま
で

手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

現
況
届
は

五
月
末
ま
で
に

　
五
月
は
、
国
民
年
金
の
障
窒
星
金
、

母
子
年
金
・
準
母
子
年
金
、
遺
児
年

金
、
寡
婦
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
時
期
で
す
。

こ
の
用
紙
は
役
場
か
ら
お
届
け
し
ま

す
。　
こ
の
「
現
況
届
」
は
、
あ
な
た
や

家
族
の
状
態
な
ど
に
変
化
が
な
い
か

を
確
認
し
、
引
き
続
き
年
金
が
受
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
い
せ

つ
な
手
続
き
で
す
。

　
も
し
提
出
し
な
か
っ
た
り
、
遅
れ

た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の
支
給
が
止

ま
っ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
期
日
ま
で
に

正
し
く
ご
記
入
の
う
え
、
役
場
年
金

係
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

‡き
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呂
§
　
　
　
　
（
　
　
　
　
ζ
　
　
　
き
　
　
　
勿
川

形
川
蒙
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
》
　
　
　
　
　
》

　
ア
ジ
ァ
・
ア
フ
リ
ヵ
・
中
近
東
・
中

南
米
・
南
太
平
洋
地
域
の
国
々
は
、
今
、

国
づ
く
り
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
分

野
で
の
若
い
人
材
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
　
青
年
海
外
協
力
隊
は
、
こ
の
よ
う
な

開
発
途
上
国
を
べ
ー
ス
と
し
た
国
際
協

力
活
動
の
場
で
、
自
分
た
ち
の
能
力
を

生
か
し
て
み
た
い
と
い
う
人
た
ち
の
、

い
わ
ば
“
人
材
グ
ル
ー
プ
”
で
す
。

　
昭
和
五
十
七
年
春
の
募
集
が
次
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
資
格
満
二
十
歳
以
上
、
原
則
と
し

　
て
三
十
五
歳
ま
で
。

・
願
書
締
切
　
五
月
三
十
一
日
事
務
局

　
必
着

・
選
考
試
験
　
第
一
次
選
考
は
七
月
七

　
日
に
各
都
道
府
県
で
実
施
　
第
二
次

　
選
考
は
八
月
に
東
京
で
実
施

・
派
遣
期
間
　
二
年
間

・
応
募
方
法
　
協
力
隊
所

定
の
願
書
を
期
日
ま
で

に
「
青
年
海
外
協
力
隊

事
務
局
」
〒
一
五
〇

東
京
都
渋
谷
区
広
尾
四
－
二
1
二
四

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

移動労働相談所…

　　　の開設
　　労働問題全般の相談をいたしま

　す。相談は無料で、秘密は固く守

　ります。お気軽にお出かけくださ

　い○

　■開催日　毎月20日（土曜日、日

　　　　　　曜日に当たる場合は翌

　　　　　　週月曜日）

　■時　間　午前10時から午後3時

　　　　　　まで

　■場　所　1・日町市役所

卜、一一」“｝、一

人権擁護委員制度を

ご存じですか

危
険
物
取
扱
者

講
習
会
を
実
施

　
危
険
物
取
扱
者
講
習
会
（
甲
種
、
乙

種
、
丙
種
の
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
）

が
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
対
象
者

　
消
防
法
の
規
定
に
よ
り
、
製
造
所
、

貯
蔵
所
、
ま
た
は
取
扱
所
で
危
険
物
の

取
扱
作
業
に
従
事
す
る
危
険
物
取
扱
者

（
受
講
義
務
者
）
、
お
よ
び
現
在
は
危

険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な
い
が

受
講
を
希
望
す
る
危
険
物
取
扱
者
。

●
受
講
の
義
務

・
製
造
所
な
ど
で
危
険
物
の
取
扱
作
業

　
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
．
日
か
ら

　
一
年
以
内
。

・
製
造
所
な
ど
で
危
険
物
の
取
扱
作
業

　
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日
前
四

　
年
以
内
に
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い

　
る
場
合
は
、
免
状
交
付
の
日
か
ら
五

　
年
以
内
。

・
講
習
を
受
け
た
後
引
き
続
い
て
危
険

　
六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
に
施
行
さ

れ
た
も
の
で
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を

擁
護
し
見
守
る
た
め
、
民
間
人
に
よ
る

人
権
の
「
番
人
」
の
機
関
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　
人
権
は
、
人
間
が
平
和
に
生
存
す
る

う
え
で
、
最
も
た
い
せ
つ
な
権
利
で
す
。

物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
場

合
は
、
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
五
年

以
内
。

●
日
時
・
場
所

・
六
月
三
日
　
小
千
谷
市
民
会
館

・
六
月
九
日
　
長
岡
自
治
会
館

・
六
月
二
十
二
日
　
柏
崎
市
民
会
館

　
ほ
か
、
各
会
場
と
も
午
前
九
時
か
ら

受
付
。

●
受
講
中
請
受
付

五
月
十
日
か
ら
講
習
日
の
十
日
前
ま

で
。
　
（
申
請
書
は
川
西
分
遣
所
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
）

●
受
講
申
込
先

〒
九
五
一
　
新
潟
市
学
校
町
通
り
一

番
町
　
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課

危
険
物
係

●
講
習
手
数
料

千
六
百
円
（
新
潟
県
収
入
証
紙
で
納

入
V

●
●
．
。
一
．
．
●
3
●
・
亀
…
3
亀
0
一
。
・
3
3
る
．
・
3
3
．
一
一
●
。
。
●
3
●
一
。
・
・
3
●
・
一
3
。
。
3
9
8
鷺
。
。
。
●
b
o
呂
一
．
・
．
●
3
亀
3
2
。
．
一
一
一
一
●
3
．
・
・
一
．
・
・
●
…
一
一
一
．
．
．
。
3
亀
一
3
3
●
3
一
＝
。
。
．
」
一
．
・
．
。
．
．
a
一
一
一
●
3
．
．
．
一
3
。
8
．
呂
雪
。
●
．
。
9
・
一
．
．
●
3
．
．
・
O
．
●
●
3
●
9

住
宅
建
設
資
金
の

　
申
し
込
み
受
け
付
け
中

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住
む

た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
方
に
対
し
て
、

個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
し
込
み
受
け

付
け
を
次
の
要
領
に
よ
り
行
っ
て
い
ま

す
。①
受
付
期
間
　
五
月
三
十
一
日
ま
で

②
選
定
方
法
　
選
考
（
無
抽
選
）
に
よ

　
り
行
い
ま
す
。

③
融
資
額
木
造
住
宅
（
八
十
平
方

自
分
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お

互
い
に
人
権
を
守
っ
て
明
る
い
社
会
を

つ
く
る
こ
と
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

　
全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月
一

日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
い
っ
そ
う
の
人
権
思
想
の
啓
発
に

励
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ー
ト
ル
以
上
）
の
場
合
は
四
百
八

　
十
万
円
か
ら
五
百
万
円
ま
で
。
割
り

　
増
し
制
度
も
あ
り
ま
す
。

④
利
　
　
率
　
年
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

⑤
返
済
期
間
木
造
の
場
合
二
十
五
年

　
以
内

⑥
申
込
場
所
　
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機

　
関
　
詳
し
い
こ
と
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北

関
東
支
所
（
盈
〇
二
七
二
－
三
二
ー
六

六
五
五
）
ま
た
は
、
公
庫
業
務
取
扱
金

融
機
関
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
市
町
村
長
が
推
薦

し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。

川
西
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

◇
須
藤
茂
一
さ
ん
（
仁
田
）

◇
一
・
同
橋
友
義
さ
ん
（
伊
友
）
　
の
お
二

人
で
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
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3うほう

　昨年の消雪日は、5月4日（川

西ダム）だというのに、今年は4

日あたりから田植えが始まりまし

た。自然の大きさを感じた方も多

いと思います。農繁期ですが、ケ

ガなどをなさらないように……。

リヤカーの中は…
　リヤカーの中には、古新

聞や雑誌が満載　　？です。

先月24日、上野小学校では

廃品回収を行っていました。

””””’”’””””一”り””””””””β　￥へ

鮭獲懸第ぎの1
知
事
も
お
祝
い
に

　
　
「
な
か
ま
の
家
」
の
竣
工
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ん

　
　
「
な
か
ま
の
家
」
の
竣
工
式
は
、
先
月
十
八
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
ぜ
い
の
来
賓
の
方
々
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
君
知
事
も
忙
し
い
中
、
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

聖
稠
頚
　
　
唱
，
須
考

田
植
え
が

　
　
　
　
始
ま
り
ま
し
た

　
写
真
は
、
今
月
五
日
に
撮
っ
た
も
の

で
、
鶴
霜
生
産
組
合
の
田
植
え
風
景
で

す
。
近
く
で
は
八
条
植
え
の
田
植
機
も

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

瀦

鞭麟
蘭　撒一』・’P　　柵

　　灘

饗
　　　　繊
　　難　　鰹
叢研繊

瓢撒＝鰯

献
血
に
ご
協
力
を

　
次
の
日
程
で
、
ゆ
う
あ
い
号
に
よ
る

献
血
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
と
　
き
　
六
月
三
日
（
木
）

＊
と
こ
ろ
　
橘
出
張
所
・
午
前
十
時
か

　
ら
十
一
時
五
十
分
ま
で
　
上
野
連
絡

　
所
・
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で

▽
今
年
か
ら
献
血
の
結
果
が
、
県
血
液

セ
ン
タ
ー
か
ら
直
接
本
人
に
届
け
ら
れ

ま
す
。
（
一
週
間
か
ら
十
日
く
ら
い
で
）

　－頴

捧オっ
i鑑

婁し
箋自の
9げ・o

㌃懸

鰻
i＝●」◎

　寧rき一
　　ら4ξ‘な●
　　　ず・“俺撫5逐

彫
刻
を

楽
し
ん
で
い
ま
す

野
口
村
越
伊
一
さ
ん

　
地
元
の
方
か
ら
、
　
「
野
口
で
仏
像

な
ど
を
彫
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
で

行
っ
て
見
ね
エ
か
い
」
。
と
教
え
て

い
た
だ
い
た
。
小
躍
り
し
て
お
た
ず

ね
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

村
越
さ
ん
が
彫
刻
を
本
格
的
に
始

め
た
の
は
昨
年
の
十
月
か
ら
と
い
う
。

　
「
買
っ
た
も
の
は
み
ん
な
同
じ
形

だ
か
ら
の
オ
。
そ
れ
で
自
分
で
彫
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
て
エ
」

　
写
真
中
央
の
高
崎
の
観
音
様
は
、

せ
っ
こ
う
で
で
き
た
も
の
を
見
て
彫

っ
た
と
の
こ
と
。
え
び
す
様
や
大
黒

様
は
こ
の
冬
の
作
品
で
あ
る
。

　
「
衣
装
な
ど
は
想
像
し
て
下
絵
を

描
く
ん
で
す
が
、
実
際
は
ど
ん
な
も

の
で
し
ょ
う
か
の
オ
ー
」

　
側
面
の
下
絵
も
描
く
必
要
が
あ
る
。

　
「
材
料
が
見
つ
か
ら
な
い
の
が
い

ち
ば
ん
の
悩
み
で
す
て
エ
」

　
ポ
プ
ラ
の
木
や
桐
の
木
が
彫
り
や

す
い
ら
し
い
。
半
分
に
割
っ
て
シ
ン

を
抜
か
な
い
と
ヒ
ビ
が
入
る
。

羅
罎み

ご
と
に
彫
り
上
が
り
ま
し
た

　
「
人
か
ら
何
々
を
彫
っ
て
ほ
し
い

と
頼
ま
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ば
っ
か
り

は
気
が
向
か
な
い
と
の
オ
　
　
」

　
こ
の
冬
は
家
に
い
た
そ
う
で
、
ひ

ょ
っ
と
こ
の
面
な
ど
も
か
な
り
彫
っ

て
人
に
あ
げ
た
そ
う
で
あ
る
。

　
面
は
三
、
四
日
、
え
び
す
様
な
ど

の
像
は
十
日
く
ら
い
で
彫
れ
る
と
い

う
。
時
間
に
す
る
と
四
十
時
間
ほ
ど
。

　
彫
り
に
く
い
場
所
も
あ
る
そ
う
で
、

ノ
ミ
や
彫
刻
刀
は
使
い
や
す
い
よ
う

に
加
工
し
て
あ
っ
た
。

　
　
「
削
り
過
ぎ
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
太
め
太
め
に
彫
っ
て

い
く
の
が
コ
ツ
で
の
オ
」

　
細
か
い
と
こ
ろ
は
内
側
に
削
る
。

　
　
「
顔
が
い
ち
ば
ん
め
ん
ど
う
で
、

特
に
目
が
難
し
い
て
エ
。
手
の
位
置

に
も
苦
心
し
て
ま
す
。
途
中
で
手
を

休
め
る
と
う
ま
く
い
か
な
く
て
の
オ
」

　
材
料
さ
え
あ
れ
ば
仏
像
な
ど
を
彫

り
続
け
た
い
　
　
と
意
欲
満
々
。
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ポリオ生ワク投与日程表　　　　．　　　．　　　．（ワ

年に一度は

胃の検診

　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
雷
　
　
－
　
曇
　
l
　
o
　
麿
　
奮
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
投
与
一

春
期
ポ
リ
オ
（
急
性
灰
自
髄
炎
）
生

ワ
ク
投
与
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

◎
対
象
の
お
子
さ
ん

・
一
期
…
…
五
十
六
年
七
月
一
日
か
ら

五
十
七
年
一
月
三
十
一
日
の
間
に
生

ま
れ
た
人

・
二
期
…
…
五
十
六
年
二
月
一
日
か
ら

五
十
六
年
六
月
三
十
日
の
間
に
生
ま

れ
た
人

・
今
ま
で
に
受
け
な
か
っ
た
四
歳
ま
で

　
の
人期　日 時　　間 会　　場

5月24日
午後
　1：30～2：00

総　合　セ
ン　タ　ー

25日
午後

2：00～2＝30
克雪　セ
ン　タ　ー

26日
午後
　1：30～2：00

母　子　セ
ン　タ　ー

27日
午後
2100～2：30

橘出張所

　
胃
ガ
ン
は
特
定
の
自
覚
症
状
が
な
い

の
で
、
早
期
発
見
が
何
よ
り
た
い
せ
つ

で
す
。
転
ば
ぬ
先
の
つ
え
、
の
気
持
ち

で
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
日
程
　
別
表
の
と
お
り

・
検
診
料
金
　
千
六
百
円

※
検
診
会
場
・
時
間
が
変
更
す
る
場
合

は
、
有
線
、
広
報
無
線
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

胃集団検診日程表

期　日 受付　時　間 会　　場 対象地区

5月17日 午前8時30～11時 克雪センター 仙　　田

18日 〃　　　　　　　　　　　　　〃 総合センター 千　手

19日 〃　　　　　　　　　　　　　　〃 〃 〃

20日 〃　　　　　　　　　　　　　　〃 〃 〃

21日 〃　　　　　　　　　　　　　〃 上野連絡所 上　野

24日 〃　　　　　　　　　　　　　〃 橘出張所 橘

25日 〃　　　　　　　　　　　　　〃 〃 〃

　　　　　　　　　　　　　　　漁

　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　報　　　　　　　　　　諜
　　　　　　　　　羅

　　　　　　　　き

　　　　　　　き　　　　　　き

　　　　　　

　　　　嚢　　　鎌

iii

停電の’
わ多ρう｛±

●5月25日（火）／午前9時から

　午後1時まで、大白倉・小白倉

●5月27日（木〉／午前9時から

　午後2時まで、田戸・越ケ沢．

●5月12日・・…橘出張所

●5月19日・・…克雪センター

●5月26日一…総合センター

●6月2日・・…上野連絡所

●6月9日・・…橘出張所

談
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善

　
　
　
　
　
　
　
　
意

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
社
会
福
祉
の
た
め
に
と

※
田
口
春
子
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
一
二
万

　
円
囹
老
人
福
祉
の
た
め
に
と

※
富
井
相
四
郎
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
十

万
円

晴
内
謬

黒超＼
　
　
　
臨
竃
、
　
　
　
、
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、
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
　
、
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l
l
覧
、
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、

　
　
8
曜
覧
監
、
、

」
　
「
吃
ん

　
　
　
　
　
　
．
3
ん
・

　
今
年
の
桜
は
、
ど
こ
も
み
ご
と
に
咲
き
ま

し
た
。
桜
だ
け
で
な
く
、
み
ず
ば
し
ょ
う
も
、

そ
れ
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
…
…
。
春
の
花
に

：
師
・
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”
・
・
｝
“
・
・
駒
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ω
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轍
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よ
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．
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．
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…
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．
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一
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一
．
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三
9
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。
一
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隔
は
、
小
雪
の
年
が
な
に
よ
り
の
よ
う
で
し
た
。

心配ごと

相

▲高倉小学校校庭の桜
　　　　　　　（4／24）

▼長者ケ原公園の桜も
　久しぶりに花盛り（4／21）

、’騨　ぎ．雛轟

▼野口のみずばしょう（4／24）

　ミまつりミは翌日でした
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磯．態撚・蜘麗鰯難繊藷擁＋、風
風
し
ん
に
ご
用
心

　
　
大
流
行
の
兆
し

昨
年
の
春
か
ら
発
生
し
て
い
た

「
風
し
ん
（
三
日
は
し
か
）
」
が
今
年

に
な
っ
て
特
に
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　
十
日
町
保
健
所
管
内
の
患
者
の
発

生
数
は
一
月
が
十
七
人
、
二
月
が
二

十
一
人
、
三
月
が
七
十
六
人
と
急
増

し
て
い
ま
す
の
で
、
十
分
の
用
心
が

必
要
で
す
。

　
風
し
ん
は
子
供
に
多
い
病
気
で
、

発
熱
、
リ
ン
パ
腺
の
は
れ
、
全
身
に

　
　
　
　
発
し
ん
が
で
る
ウ
イ
ル
ス

性
の
伝
染
病
で
す
。
は
し

か
に
似
た
病
気
で
、
一
度

感
染
す
れ
ば
終
生
免
疫
を

保
ち
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
風
し
ん
は

重
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ま
れ
に
関
節
炎
、

髄
膜
脳
炎
、
紫
斑
病
な
ど

の
合
併
症
が
発
生
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

胎
児
へ
の
影
響
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
　
「
三
日
は
し
か
、

か
」
と
軽
く
考
え
な
い
で
、

風
邪
の
症
状
が
あ
り
ま
し

た
ら
医
師
の
診
察
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
風
し
ん
に
特
に
注
意
し

免
疫
の
な
い
妊
娠
初
期
の
女
性
が
感

染
す
る
と
、
目
や
耳
、
心
臓
に
異
常

の
あ
る
「
風
し
ん
障
害
児
」
を
出
産

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
で
す
。
そ

の
出
生
率
は
妊
娠
一
か
月
の
母
親
で

五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
か
月
で
二
〇

か
ら
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
わ
れ
、

非
常
に
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
か
ら
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
昭
和
四
十
年
こ
ろ
は
相
当
数
の
障

害
児
が
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
国
産
ワ
ク
チ
ン
の
完
成
に
よ

り
、
五
十
二
年
か
ら
中
学
三
年
、
五

十
六
年
か
ら
中
学
二
年
の
女
子
に
予

防
接
種
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
感
染
の
流
行
を
防
ぐ
た
め
注
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、
①
風
し

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
妊
婦
や

若
い
女
性
は
患
者
と
の
接
触
を
避
け

る
こ
と
。
②
免
疫
が
あ
る
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
女
性
は
、
診
療
所
な
ど

で
血
清
検
査
を
し
て
も
ら
う
こ
と
。

必
要
な
ら
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
し
て

免
疫
を
得
る
よ
う
、
医
師
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
場
合
、
そ

の
前
後
二
、
三
週
間
は
避
妊
す
る
こ

と
が
ぜ
っ
た
い
必
要
で
す
。

な
け
れ
ば
な
ら
漢
の
は
・
Q

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

高佐富田小小田小
橋藤井畑林林中島

キクサカ亮與林正
クヨイツ治七平利

室藤上元中中小新
　　　　仙仙白町
島沢野町田田倉新
　　　　　　　田

八八七七七七七五
八四八八六六〇五

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
器
鼎
聾
鳥
耀
り

（
雛
錨
辮
細
ゾ

7
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
4
わ
に
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
畔
壇

　
　
　
鯉
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

対
岸
の
町
を
包
み
し
川
霞

沈
丁
の
甘
き
香
り
に
雨
に
濡
れ

一
と
筋
の
小
滝
か
か
れ
る
山
桜

山
桜
谷
に
巌
の
ご
と
き
雪

雪
洞
の
と
も
り
桜
に
人
多
し

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

星
一
つ
並
び
細
り
し
春
の
月

畦
十
字
八
百
町
歩
春
の
草

講
（
◎◎
縮

（
◎
◎
縣

中村麻高春登
澤越生橋日坂
礼久信進初英
子吉子　栄一
小

千野茨神高赤
谷　城社柳
市口県町町谷
か　 か　 か
り　　り　　り

（
◎
◎
縣
響
蒲

（
◎◎
繍
灘
耀
鞠

（
◎

◎
纏
翻
利
夫

（
総
群
鞭

（
◎

◎
繍
灘
麓
子

（
◎

◎
綿
艀
勇

中
央
町

中
里
村
か
ら

高
原
田

白
根
市
か
ら

高
原
田

愛
子
十
日
町
市
か
ら

四
郎
兼

上塩塩伊
友
か
ら

辛辛
か
ら

野

　
　
　
　
　
　
　
喜
枝
十
日
町
市
か
ら

（
◎

◎
繍
灘
駄
辞
町
野

畦
な
り
に
大
き
く
廻
り
耕
う
ん
機

耕
し
に
い
つ
も
の
土
手
の
花
盛
り

ご
ろ
ご
ろ
と
横
た
う
桜
大
樹
の
根

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
　
紅
葉

嫁
の
列
つ
づ
き
行
き
た
る
宮
桜

夜
桜
の
梢
の
色
の
闇
の
中

百
千
鳥
さ
え
ず
り
繁
し
日
和
か
な

退
院
の
間
近
き
朝
青
き
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
秀
水

娘
を
遠
く
嫁
が
せ
老
の
畑
を
打
つ

銀
鱗
の
春
日
か
え
せ
る
鯉
放
つ

月
量
に
雨
の
き
ざ
せ
し
花
の
宵

色
濃
ゆ
く
咲
き
て
古
木
の
宮
桜

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
寅
夫

（
◎
◎
纏

（
繍

（
◎
◎
縮

（
◎
◎
縮

金
子
清
一

関
根
と
し
子

渡
邊
茂

樋
口
茂
子

星
名
公
吉

野
澤
千
恵
美

藤
巻
進

元
町

守
門
村
か
ら

新
町
新
田

中
里
村
か
ら

発
電
所
通

野
　
口
か
ら

塩
辛

村
山
知
維
子
十
日
町
市
か
ら

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

羽金柳田茂渡保星小
鳥子　中野邊坂野野
　　　　　　奈　塚
攣司離織騨霜
光茂一英孝亮好久繁
男　秋己志一夫夫

長長長長長二長長長
女女男女男女女女女
木上中小栄東沖野中
　　島白　善　　島
落野町倉町寺立口町

　
、
．
嵩
、
蒸
箒
乏
．
済
歪
聲
職
讐
畝
警
壕

女
ら
の
手
ぎ
わ
の
よ
く
て
す
じ
洗
う

種
い
も
を
お
ろ
せ
し
後
の
も
ど
り
寒

蕗
の
と
う
若
き
教
師
の
着
任
す

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

ば
ら
の
と
げ
ま
だ
柔
ら
か
き
花
曇
り

若
葉
風
わ
た
れ
る
枝
の
ふ
れ
合
う
て

枯
草
の
乾
き
し
蔭
の
下
萌
ゆ
る

ー
お
わ
び

　
前
号
こ
の
欄
で
、
三
領
・
水
品
律
さ

ん
の
句
の
中
に
、
赤
谷
・
登
坂
紅
葉
さ

ん
の
旬
が
混
っ
て
い
ま
し
た
。
　
「
花
種

を
…
…
」
か
ら
後
ろ
の
四
旬
が
登
坂
さ

ん
の
句
で
す
。
訂
正
し
お
わ
び
い
た
し

ま
す
。


